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第５期東久留米市市民環境会議第４回 会議録 

会 議 名 第５期東久留米市市民環境会議第４回会議録 

日  時 平成 28 年 3 月 16 日（水） 19 時 00 分～21 時 15 分 

会  場 東久留米市役所 7 階 703 会議室 

出 席 者 出席委員数 14 名 欠席委員数 1 名 

出席職員 環境政策課長 計画調整係長 緑と公園係長 計画調整係主事 

議  題 

・報告事項  １．第５期第３回市民環境会議会議録（案）について 

２．環境政策課からの報告 

①環境ウォッチングについて 

②環境シンポジウムについて 

③環境基本計画検討部会、緑地保全計画検討委員会の進捗状況について 

④生きもの調査の実施について、 

⑤２７年第１回市議会定例会施政方針 

３．環境ﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ実行委員会報告 

４．各部会からの報告 

・審議事項  １．環境フェスティバルへの参加について（全体会・各部会） 

２．情報発信・広報の強化について 

３．その他 

配布資料 【資料１】第５期第３回市民環境会議会議録（案） 

【資料２】環境シンポジウム打ち合わせメモ 

【資料３－１】水とみどり部会活動報告 

【資料３－２】水とみどり部会活動日程計画 

【資料３－３】（水とみどり部会）湧水ウォッチングウォーク参加者募集チラシ 

【資料４－１】（くらし部会）親子エコロジークッキングチラシ 

【資料４－２】くらし部会活動報告 

【資料５】環境学習部会活動報告 

【資料６】環境フェスティバル出展申込書 

【資料７－１】広報担当者 MTNG 議事メモ 

【資料７－２】市民環境会議広報チラシ案 

【資料７－３】市民環境会議のロゴ作成・募集企画書（案） 

参考資料：マスコットキャラクター大募集ポスター 

環境シンポジウムチラシ（３／２６開催） 

議事内容  

Ⅰ．報告事項 （→は、意見、質問等） 

 １．平成 26 年度第 3 回市民環境会議会議録（案）について 【資料１】 

配付資料のとおり了承された。 

 ２．環境政策課からの報告 

  ①環境ウォッチングについて  

２／１４（日）冬の渡り鳥観察会は雨天のため中止となった。 

②環境シンポジウムについて【資料２】 
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 ３／２６に第二次環境基本計画の策定を受けた決起集会としての環境シンポジウム 

「第二次環境基本計画の実現のために、映画上映」～みんなで取り組む環境のまち～ 

 を実施する。 

 → どのような層を対象としているのか？ 

  → 日頃環境に関心のない市民の参加を促したい。 

③環境基本計画検討部会、緑地保全計画検討委員会の進捗状況について 

   ・第二次環境基本計画を３／７に策定した。計画書は製本ができあがり次第委員皆さまに配付する。 

   ・緑地保全計画のパブリックコメントを２／１～２２で実施した。７件２１項目の意見があった。 

   ３／１６にこれへの対応を委員会で検討した。３／２６に委員会より市長へ報告、３月中の庁内決

定を予定している。印刷製本は簡易印刷とし、４／１５号広報で周知予定。 

    → 緑地保全というと様々な形態が考えられるが、今回は緑地確保に限定した計画となっている。 

④生きもの調査の実施について 

 第二次緑の基本計画の中間見直しに合わせ生物多様性地域戦略を策定するものとし、これに伴う生 

きもの調査を行う。１／２７に生きものに詳しい市民団体との打ち合わせを行った。水とみどり部 

会長にも参加いただいた。調査区域はさいかち窪から下里氷川神社周辺までの黒目川上流域、 

自由学園（昆虫調査のみ）、柳泉園西側の雑木林とする。（後日施設管理者との打ち合わせにより柳 

泉園西側は上の原地区計画東公園に変更）中間見直しは委員会設置を８月頃に行う予定。 

→ 調査の継続できる仕組みづくりが必要ではないか？ 

 → そうした検討は水とみどり部会でも検討していくべきではないか。 

  ⑤２７年第１回市議会定例会施政方針について 

   第 1 回市議会定例会の初日に市長より施政方針が示された。これは市の抱える諸課題に対する考え 

方を示したもの。内容として、これまでは確実なる市政の安定と発展のため「未来への責任」を根

底に取り組みを行ってきたが。今後はさらなるステップを図るとしている。財政健全経営計画の推 

進、まち・ひと・しごと創生総合戦略の推進、行財政改革の徹底を横串の施策として、地域のつな

がりつくり、地域経済の活性化、といった取り組みを実施していく。環境政策課に関わる取り組み

として、住みやすさを感じるまち、として竹林公園隣地の購入、地球環境にやさしいまち、として

緑の基本計画の中間見直しを行っていく。 

→ 竹林公園隣地の整備内容は？ 

 →２８年度は用地購入のみで今後意見を聞きながら検討していく。 

  ⑥その他 

   ２８年度予算は３月議決後に決定する。庁内の案は１月末に正式に決定するが、現在環境政策課  

において要求している予算の説明を行った。 

 ３．環境ﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ実行委員会報告 

   ・6/18 に 20 回を記念し、南沢水辺公園で植樹を行う（ｴﾄﾞﾋｶﾞﾝ桜）。併せてﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ当日に引換券を

配布し、苗木配布も行う。 

・6/11・12 両日で手づくり広場を開催する。両日の冒頭にｾﾚﾓﾆｰを行うものとし、20 周年の歩み、

記念植樹の説明などを行っていく。 

 ４．各部会からの報告 

  ①水とみどり部会報告【資料３－１、２，３】 

   環境基本計画改定へのパブリックコメントの提出、川の草刈要望の北北建への提出、七福神巡りへ

の協力、地下水位調査の予算要求への協力を行ってきた。湧水・清流保全都市の横断幕を作成し、
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催し物と合わせて市庁舎や駅舎への掲示を行ってもらう。２９年度の名木百選の選定に向けてポス

ター・チラシの検討、西東京市へのヒアリングを実施した。環境ﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙの記念植樹への協力を行

っていく。 

   渇水期の湧水調査を実施する。湧水ｳｫｯﾁﾝｸﾞ・ｳｫｰｸでは 3/24、29 両日とも 30 名近くの応募がある。 

  下水道未接続世帯を確認し近日報告を行う。かんきょう東久留米のあり方についての意見提出を予

定している。 

  ②くらし部会報告【資料４－２、１】 

  ・３／１９に親子エコロジークッキングを実施する。ごみが少ない、エネルギー消費の少ない、災害 

時にも役立つメニュー（あたたかい汁物等）を紹介する。 

   →メニューにはどのような由来があるのか？ 

    → ニンジンご飯は山形の郷土料理、春甘鍋は韓国料理である。 

     → チラシでそのような紹介があるとよかった。 

  ・３／１に担当課より、ごみの有料化、ごみ減量についての傾向と対策についての説明を受けた。 

   → くらし部会において市民相手の説明会などを行うのか？ 

    → 今回は情報収集を目的とした。 

  ③環境学習部会報告【資料５】 

  ・１／３１にみのり塾を開催、参加者１０名と関係者（自由学園、南部地域センター、子どもセンタ

ーひばり等）合わせて２０名で野菜の収穫と鍋作りを行った。来年度以降もこうしたつながりを活

かして事業を実施していく。 

  ・ＥＥＣを２年間行ってきたが、今後は地域センター内の図書館とも連携した取り組みを行っていく。 

   図書館においては、家の眠っている本の寄贈も受け付けたいとのこと。 

    

Ⅱ．審議事項 

１．環境フェスティバルへの参加について【資料６】 

環境政策課からの説明：３部会と全体会との４ブースの申し込みがでている。今後の進め方（全体会 

分）を検討して欲しい。 

 → 広報担当者会議で内容を検討していくが、不足する情報を各委員より提供していくものとした 

 ２．情報発信・広報の強化について 

  ①広報担当者が決まったことを受け、その会議を開き、組織と活動内容について審議した結果が報告

された。【資料７－１】 

・組織のあり方・位置づけおよび活動内容について検討を行ってきた。事務局会における了解をもら

っている。 

  ・市民環境会議全体についての情報発信を目的としているが、各部会からの情報提供もお願いしたい。 

   → 各部会において広報を行った内容の報告をしてもらうものとした。 

・「くるくる」への登録、チラシでの広報、ロゴ募集などを行っていく。 

②チラシの配布について【資料７－２】 

・広報担当者会議で作成した市民環境会議を周知するチラシ案に対して、各部会で紹介文を作成し 

写真の差替えやキャプション修正があればこれを提示するものとし、環境シンポジウム時に配布し 

ていくものとした。 

  ③ロゴの作成について【資料７－３】 

  ・市民環境会議のシンボルとしてのロゴを募集により作成するものとし、環境フェスティバルでの周 



4 

 

知、９月頃に選定ができるよう準備をしていきたい。 

   → 公募を行っても市民環境会議でのみ利用できるものなのか？ 

    → そうである。 

  → 商標登録されているものの審査などはどのように行うのか？ 

  → スケジュールとして急ぎすぎな印象をうける。 

   → いただいた意見を広報担当者会議で再度検討していくものとした。 

 

 

＊次回全体会 

   次回の一応の想定は 6 月であったが、環境フェスティバル等の関係から、流動的であり、あるいは 7

月にずれ込むかもしれない。 

                                     以    上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


